
社会福祉法人みつみ福祉会 

　『基本理念』

共に生きる
春日学園

　　『　運　営　方　針　』

わたしたちは、みつみ福祉会

の基本理念である『共に生きる』

のもと、ご利用者がのびのびと

夢をもって生活できる施設を目

指します。特に近年の入所児童

に多く見られる発達障害や社会

的養護を必要とするこども達の

支援に全力で取り組みます。ま

た、今年度は念願であった新し

い施設が完成します。運動場を

整備し充実した遊具や卒業後の

自立に向けて生活訓練の設備

を完備するなどご利用者の成長

に応じた建物となっております。

その中で、ご利用者に必要なケ

アや将来の自立に向けた支援

＜生活援助＞

個人の成長にあわせた保育を目

指します。散歩(外周散策)を通し、

体力づくりや季節を感じたり、歌

や音楽を通して豊かな想像力の

育成に取り組みます。また、食事

の自立に向け、器等も工夫し声

掛け見守り援助をしていきます。

生活援助を基本として、各個人

の能力に合わせて施設内外の美

化作業、ステップル作業、ダン

ボール等のリサイクルに取り組

み、作業を通じて集中力を養い

職業部としての生活リズムを確

立します。また、就労の可能性が

あるご利用者には、作業所や実

際の就労現場へ参加の機会を設

け就労訓練に取り組みます。な

お、日々のプログラムの中にゆと

りを持った生活が出来るよう個々

の特性を配慮し、園芸やドライブ

などのクラブ活動や外出、喫茶

等の機会を設け、楽しい学園生

活が送れるよう援助していきます。

学卒児の援助＜職業部＞

＜余暇の充実＞

一人ひとりが健やかに、心豊か

な生活を営めるように余暇の充

実を図ります。音楽・ビデオ等

のレンタルや遊具の提供、遊戯

室や戸外での「遊び」の中で

ルールを守ることの大切さや、

人を思いやり仲良くするといっ

た情操面の刺激への働きかけ、

対人関係を良好に保つスキルの

確立などに努めます。また、虐

待や社会的養護の必要な方の入

所が増える中、「日記や振り返

りノート」を活用しご利用者の

思いや悩みに向き合いケアに努

めていきます。各季節には折々

の行事を取り入れ、季節感を味

わい四季を楽しむ機会を設けま

す。

特別支援学校への通学援助を基

本として、学校との連絡調整を円

滑にし就学を通した生活の支援を

行います。ＡＤＬ（身辺自立）の確立

に向けては、学校連絡会やケース

会議を行うことで、連携を密にし情

報を共有しながら個々に応じた目

標に向け一貫した支援内容で相互

に取り組み、担任との懇談等で状

況の確認をしていきます。

また、静かで落ち着いた環境の中

で、友達や職員と相談しながら宿

題に取り組み学習する力を伸ばし

ていきます。自閉症の方への支

援・コミュニケーションの方法として

は、絵（写真）カードを使った取り組

みにより、個々の要求や状況に応

じた利用が出来るように工夫して

いきます。休日には少人数で公園

等に出かけ友達と遊ぶ機会を設け

たり、「ふるさといきいき教室」に参

加しボランティアや地域の方々との

交流を図ります。

平成22年度事業計画

社会福祉法人みつみ福祉会

『 事 業 方 針 』

１．在宅サービスおよび地域密

着型サービスのさらなる拡充

２．利用者個々のニーズにあっ

たサービスの充実と質の確保

３．公益的取り組みの拡充と収

益事業の研究と実践

４．法人組織機能の充実と部会

制の拡充

５．老朽化施設の改築推進

６．障害施革の転換と新たな取

り組みへの着実な実践、移行

７．幼保一元化へ向けてのさら

なる取組み

８．地域貢献事業の予算化と実

践

＜就学部＞

＜保育部の援助＞

日常生活の中で、基本的な生活

習慣の向上と確立、より豊かな生

活の提供を目指します。施設全

体の生活目標を設定して取り組

むと共に、個々の個性や特性を

尊重して一人ひとりの援助目標を

一緒に考え、自主性を育んでいき

ます。生活目標として、「身だしな

みを整えよう」を掲げ取り組んで

いきます。２年目の取り組みにな

る中、１．清潔感ある服装２．登

校・作業前の整容が習慣づけら

れるよう毎月の目標の確認を行う

中で、個々にあったステップアッ

プの援助を行っていきます。

「危険個所の改善・危険な状況を

作らない」を徹底し、ご利用者同

士のトラブルや施設内外の突発

事故を防ぐと共に十分な見配りや

気配りを行い、安全で快適な生活

環境を作ります。 防災、防火管

理面では、毎月の各訓練の実施

及び防災機器取り扱いや防災に

向けての研修を行い、有事に備え

ます。また、交通安全教育により、

交通ルールを学び安全意識の向

上に努めます。

『 重点項目 』

１．ご利用者個々のニーズに

あったサービスの充実と質の確

保

２．地域の子ども達の居場所づく

りとサービスの拡充

３．明るい職場つくりと職員の資

質向上にむけて

４．安全で快適な環境づくりと権

利擁護への取り組み

＜安全管理＞



【対象圏域】丹波　　　【対象地域】篠山市・丹波市

＜そら組＞

個々の能力、特性を考慮して、

洗濯や身辺の整理整頓、掃除な

どの当番を通じ役割を持つこと

の大切さ等を伝え自立に向けて

の生活支援に取り組みます。ま

た、喫茶・買物・調理実習など

の機会を利用し、交通ルール、

公共機関（施設）の利用方法、

買物手順（お金の使い方）、調

理方法（メニューの選択・食材

選びから後片付けまで）などを

学び、様々な体験の中で社会的

マナーを身につけます。なお、

外出時にはメンバーなどを考慮

しそれぞれの特性に応じた援助

ができるよう取り組みます。生

活面においては、特にブラッシ

ングに重点を置き、少人数ずつ

でブラッシング指導を行い歯の

大切さを伝えていきます。また、

活動拠点の拡大、地域との交流

の機会を増やし、社会性を身に

基本的生活習慣の確立を目指し、

個々の能力、特性を考慮した段階

的な取り組みを日常生活の中で

援助します。特に「ブラッシング」に

重点を置き、日々の生活の中で

個々に応じた援助を行うことはも

ちろん、絵本やペープサート等の

レクリエーションを通して、「ブラッ

シング」の重要性を分かり易く伝え

ていきます。外出喫茶・喫茶シュミ

レーション・買い物・調理実習等、

少人数での外出の機会を設け、

社会体験の場を増やし、社会的マ

ナー・生活訓練の自立を目指した

援助を行います。月刊誌や絵本や

音楽を楽しむ機会を設け、日々の

散歩や体操により運動機能の維

持向上を目指し、心身のリフレッ

＜（ほし組）（くも組）＞

＜健康・衛生管理＞

園児の健康管理として、定期健康

診断（年２回）、嘱託医による内科

検診、インフルエンザの予防接種、

歯科医師による歯の定期検診など

を実施します。毎月の事業として、

ブラッシング支援、体重測定、嘱託

医の往診による健康管理を実施し

ます。毎日の事業として、アトピー

やアレルギーの治療（軟膏塗布）

喘息予防の吸入、点眼薬による目

の炎症治療等を実施します。又、

食事摂取チェック、入浴前検温

チェック、排便チェック、生理記録

により、園児の健康状態を観察・

把握し、異常の早期発見、早期治

療に努めます。なお、職員の健康

管理として、定期健康診断（年２

回）、結核検診、腰椎検査、嘱託医

による内科検診、インフルエンザ

の予防接種などを実施します。感

染症対策として、手洗い、うがい、

消毒に努めるとともに、新型インフ

ルエンザやノロウィルス・０１５７な

ど、その時々の状況を把握し職員

研修や感染症マニュアルに基づき

予防や対応に努めます。

＜給食サービス＞

栄養アセスメントによりケアプランを作成し、個々の嗜好、健康状態を十

分に把握すると共に、「園児に合った食事サービスの提供」として下記

の項目を充実させ、個々に選択性のある献立作成を実現します。

（１）朝食バイキングの充実

（2）昼食の選択メニューの充実

（3）野外食の提供

（４）誕生日メニューの充実

（５）手作りおやつ、及び調理実習の充実

（６）未帰省児を対象に、鍋料理・バーベキュー等の実施

（７）適温・適時給食の徹底を図る

（８）昼食のバイキングの充実（月１回）

（９）春・秋の青空お弁当の実施

両市の相談支援事業所と連携を

取り、相談、指導を希望される家

庭に定期的、もしくは随時訪問し

本人及び保護者に対して、生活

全般・心理面・健康面・金銭管理・

トラブル、発達障がい等に関する

相談及び実践指導を行ないます。

重症心身障がい児（者）への看護

師によよる医療ケア・介護支援、

保育士による療育実践に取組み

ます。また、就労者への余暇支援

にも重点的に取り組みます。

＜障害児等療育支援事業＞ 『て と て と』
特性に応じた援助

今年度からみつみ学苑より引き継ぎ、春日学園の事業として取り組む事

になりました。よろしくお願いいたします。

自閉症及び発達障がいへの基本

的な療育を行い安定した生活が

送れるよう支援します。食生活の

直接支援・調理、栄養指導など施

設機能を利用した支援に取組み、

地域生活の基礎作りで自立生活

の継続を支えます。生活改善の

ための指導・将来的な不安やトラ

ブルに関する相談、助言を行いま

地域活動支援センターへ月１回

訪問し、ご利用者の対応につい

ての助言や情報提供など連携し

た対応で双方の資質の向上に努

めます。行政機関の定期的事業

をサポートします。障害児通園事

業に月１回看護師や保育士を派

遣して支援します。

施設支援一般指導事業

在宅支援外来療育等指導事業
在宅支援訪問療育等指導事
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